
自治会や民区、集落公民館などの
三役レベルを対象とした情報交換の
場「自治会長サミット」。今回は沖縄県
那覇市とオンラインでゲストスピーカー
を迎えます。151の自治会(市と連絡
事務委託契約を締結している自治会)
が存在する那覇市ですが、自治会加
入率は15％を切っており、自治会空
白エリアも約４割存在。当市の自治会
事情と情報交換を行いながら、自治
会の役割を改めて考えていきます。

idea
ニュースレター「イデア」

2024.２
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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「
イ
デ
ア
」 おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「川崎町にある『ナニコレ』な石碑」

旧町村別の人口動態等を共有します。

全
国
区
の
テ
レ
ビ
番
組
で

紹
介
さ
れ
た
「
松
井
元
哉

第
１
１
３
回
医
師
国
家
試

験

不
合
格
発
表
閲
覧
之

地
」
と
書
か
れ
た
石
碑
。
川

崎
町
の
「
な
ん
で
も
企
画
」
が

奈
良
県
在
住
の
医
師
・
松
井

さ
ん
の
依
頼
で
建
立
。
自
転

車
旅
行
で
当
地
に
い
た
際
に

不
合
格
を
知
り
、
自
身
へ
の

喝
で
建
立
し
た
の
だ
と
か
。

大東町曽慶の「手まりの会」が主催
する「第10回そげいのひなまつり」は、
一針一針想いを込めて縫い上げたつ
るし雛飾りや干支のぬいぐるみなど、
100点以上を大東曽慶地区センター
(一関市曽慶市民センター)内に展示する
ほか、今年は同会会員によるカエルマ
スコット制作ワークショップも実施。
３月２日はラジオなどで活躍する河

合純子さんを講師に迎え、地域づくり
講演会も開催。詳しくは下記まで。

一関市国際交流協会では、スポー

ツを通じて市民と在住外国人がコミュ

ニケーションをとる機会をつくろうと、下

記日程でフットサルイベントを開催しま

す(事前申込制/定員20名)。フットサ

ルチーム「ヴィヴァーレ一関」の選手が

基本を優しく指導します。フットサル未

経験者でも安心して参加可

能で、見学や応援も大歓迎。

申し込みはQRコードを読み

込むか、下記まで。

「一関市・大東大原水かけ祭り(２０２
４年２月11日開催)」に関する写真コン
テストを開催します。県内外の方々に祭
り参加の機会をつくる一環として行うもの
で、入賞作品は一関市大原市民セン
ターロビーに１年間展示するとともに、賞
状及び賞金等も贈呈。詳しくは下記まで。

「NPO法人一関文化会議所」
会員募集

会員
募集 第10回

そげいのひなまつり

イベ
ント 第15回

館ヶ森風祭り

イベ
ント

イベ
ント

自治会長サミットvol.17
～那覇市の事例で考える
自治会の役割とは～

講座

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 53891 -74 24553 -43

花泉 11840 -24 4688 -7

川崎 3199 -9 1267 -3

千厩 9707 -23 4083 -4

大東 11750 -21 4897 2

東山 5820 -2 2275 1

室根 4349 -5 1805 4

藤沢 7008 -5 2773 -1

一関市全体 前月比

人口 107564 -163

世帯数 46341 -51

出生数 28 3

2024年１月１日付
(2023年12月31日現在
住民基本台帳より)
※外国人登録者含む

「フットサルで国際交流」
参加者募集

開催日時：２０２４年２月２５日(日)
１３時～１６時

会場：一関修紅高校 体育館
申込締切：２０２４年２月１８日(日)
問合：０１９１-３４-４７１１

(一関市国際交流協会)

本誌「団体紹介」で紹介した「NPO法
人一関文化会議所」では、会員を募
集しています。年齢、性別、居住地等
は不問で、活動に興味があれば誰で
も入会可能。入会時に希望があれば、
同法人が刊行している書籍を進呈しま
す(入会特典)。詳しくは下記まで。

一関市・大東大原水かけ祭り
写真コンテスト

募集

日時：２０２４年３月８日(金)１７時～１９時
会場：一関市川崎市民センター 研修室
定員：４０名 ※参加無料、完全申込制
申込締切：２０２４年２月２９日(木)
問合＆申込：０１９１-４８-３７３５
(いちのせき市民活動センター千厩サテライト)

１｜二言三言｜ 一関コミュニティＦＭ株式会社放送局長 塩竃一常さん

３｜団体紹介｜ NPO法人一関文化会議所

５｜地域紹介｜ 矢の森自治会 （東山）

７｜企業紹介｜ パサージュ 松川屋 （大東）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㊸ ボランティアは「小間使い」ではない

９｜センターの自由研究｜ くらし調査ファイル№24 「(家庭における)民間療法」

今月の表紙

藤原秀衡公ゆかりの金山址で、滝壺と藤の花の名勝である「藤壺の

滝」。同滝も含め、義経公が野駆けした山「九郎森」や、愛用した「湯場」

など「矢ノ森八景」と呼ばれる８つの史跡が東山町田河津の矢ノ森集落

内に存在します。平成16年に同史跡の保存会が発足しますが、令和４年

からは「矢の森自治会」で保存活動を行っています。 (地域紹介)

冬の恒例イベントとなった「館ヶ森風
祭り」は、館ヶ森高原エリアを中心に、
３週にわたり会場を変えながら開催。
全会場共通で開催する「真冬の恐竜
レース(会場でも恐竜の着ぐるみを販売)」
のほか、第３週の花と泉の公園では、
花泉高等学校の生徒が「花公園クイ
ズラリー」を企画。詳しくは下記まで。

第１週：〈日時〉２０２４年２月４日(日)
〈会場〉Ark館ヶ森
〈問合〉０１９１-６３-５１００

第２週：〈日時〉２０２４年２月１１日(日)
〈会場〉岩手サファリパーク
〈問合〉０１９１-６３-５６６０

第３週：〈日時〉２０２４年２月１８日(日)
〈会場〉花と泉の公園
〈問合〉０１９１-８２-４０６６

主な活動：理事は４つの委員会で活動
①事業委員会 ②奨励委員会
③子ども委員会 ④総務委員会

入会費：〈正会員〉 １,０００円
※個人、団体ともに

年会費：〈正会員〉 ３,０００円(個人)
１０,０００円(団体)

〈賛助会員〉 ２,０００円(個人)
１０,０００円(団体)

問合：０１９１-３２-４３３３
(一関文化センター内)

募集内容：２０２４年２月11日開催の「一
関市・大東大原水かけ祭り」に関する単
写真。詳細は要項(一関市ＨＰ
内「一関市・大東大原水かけ
祭りについて」のページに掲載。
右のＱＲコードは当該ページ)を
参照。※２０２４年２月２６日(月)必着
主催・問合：０１９１-７２-２２８２
(一関市・大東大原水かけ祭り保存会

(一関市大原市民センター内))

開催日時：２０２４年３月１日(金)
～３月３日(日) ９時３０分～１５時

会場：大東曽慶地区センター
(大東町曽慶神蔭３２-１)

問合:０１９１-７５-２２４４
（一関市曽慶市民センター)



地域の「気になる人」を対談でご紹介

第１１４回

平
成
24
年
４
月
29
日
に
放
送
を
開
始
し
た
「
Ｆ
Ｍ
あ
す
も
」
こ
と
「
一
関
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
」
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
」
は
超
短
波(

Ｆ
Ｍ)

放
送
に
よ
る
地
域
密
着
型
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

平
成
４
年
１
月
に
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
、
当
市
に
お
い
て
は
公
設
民
営
の
放
送
局
で
す
。
開
局

か
ら
間
も
な
く
12
年
を
迎
え
、
そ
の
存
在
が
「
当
た
り
前
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
改
め
て
「
市

内
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
が
あ
る
」
意
義
を
考
え
て
み
ま
す(

２
回
シ
リ
ー
ズ
の
前
編)

。

1

小
野
寺

10
年
一
区
切
り
と
い
う
部

分
で
、
「
こ
こ
ま
で
」
と
「
こ
こ
か

ら
」
を
伺
っ
て
い
き
た
い
の
で
す
が
、

ま
ず
は
こ
こ
ま
で
の
10
年
間
を
、
立

ち
上
げ
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
塩
竃
さ

ん
は
ど
う
見
て
い
ま
す
か
？

塩
竃

自
分
の
中
で
、
最
初
の
10
年

は
一
関
に
「
ラ
ジ
オ
の
あ
る
生
活
」

を
定
着
さ
せ
た
い
と
い
う
の
が
あ
り

ま
し
て
。
一
関
は
盛
岡
か
ら
の
電
波

も
仙
台
か
ら
の
電
波
も
弱
い
の
で
、

僕
が
子
ど
も
の
頃
は
、
ラ
ジ
オ
を
生

活
の
中
で
聞
い
て
い
る
人
は
そ
ん
な

に
多
く
な
い
印
象
で
す
。
そ
ん
な
地

域
の
全
戸
に
ラ
ジ
オ
が
配
ら
れ
た
と

き
に
「
ラ
ジ
オ
っ
て
楽
し
い
」
と
ま

ず
は
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。

小
野
寺

塩
竃
さ
ん
は
ラ
ジ
オ
に
馴

染
み
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

塩
竃

東
京
の
親
戚
の
家
に
行
く
と
、

商
店
街
の
お
店
で
流
れ
て
い
る
の
は

ラ
ジ
オ
だ
っ
た
ん
で
す
。
み
ん
な
ラ

ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い

て
、
交
通
情
報
や
お
天
気
な
ど
、

「
次
は
◯
時
頃
に
お
伝
え
し
ま

す
」
っ
て
言
う
と
、
本
当
に
そ
の
時

間
に
流
れ
て
く
る
。
子
ど
も
な
が
ら

に
す
ご
く
感
動
し
て(

笑)

。
そ
の
う

ち
に
自
分
な
り
の
番
組
表
を
作
っ
た

り
、
リ
ス
ナ
ー
と
し
て
投
稿
を
し
た

り
、
ラ
ジ
オ
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

小
野
寺

確
か
に
ラ
ジ
オ
っ
て
聞
き

続
け
る
こ
と
で
、
時
間
の
把
握
と
か
、

生
活
の
一
部
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

塩
竃

そ
う
。
で
も
聞
き
続
け
て
も

ら
う
こ
と
が
難
し
く
て
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
で
あ
り
が
ち
な
の
が
、
と

り
あ
え
ず
方
言
で
し
ゃ
べ
っ
て
、
地

域
の
小
ネ
タ
を
細
か
く
拾
っ
て
、
地

域
の
良
さ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の

意
義
な
ど
を
伝
え
る…

…

。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
も
良
い
ん
で
す
が
、
僕
か
ら

す
れ
ば
そ
れ
は
赤
ち
ゃ
ん
に
い
き
な

り
「
定
食
」
を
与
え
る
よ
う
な
も
の

(

笑)

。
ま
ず
は
「
お
か
ゆ
」
と
し
て
、

ラ
ジ
オ
の
基
本
的
な
も
の
か
ら
与
え

る
べ
き
で
、
そ
れ
も
良
質
な
お
か
ゆ

が
良
い
で
す
よ
ね
。
「
ラ
ジ
オ
っ
て

こ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
」
と
い
う
も

の
が
実
感
で
き
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
ん
で
す
。

小
野
寺

な
る
ほ
ど
。
定
着
さ
せ
る

た
め
に
、
ま
ず
は
健
全
で
良
質
な
放

送
を
、
と
。
僕
も
車
で
出
張
に
行
く

際
は
行
く
先
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
を
聞
く
よ
う
に
し
て
ま
す
が
、
確

か
に
一
関
は
番
組
の
作
り
込
み
と
か

ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
な
と
思
い
ま
す
。

塩
竃

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
10
年
は
、
健
全
な
ラ
ジ

オ
で
赤
ち
ゃ
ん
リ
ス
ナ
ー(

＝
市
民)

を
育
て
る
と
同
時
に
、
ス
タ
ッ
フ
も

育
て
な
け
れ
ば
い
け
な
く
て
。
僕
は
、

大
阪
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
な
ど
で

仕
事
を
し
な
が
ら
ラ
ジ
オ
の
奥
深
さ

を
知
る
の
に
10
年
は
か
か
っ
た
の
で
、

新
人
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
10
年
だ
と

思
っ
て
い
て
。
で
も
僕
は
10
年
育
っ

て
き
た
け
ど
、
育
て
て
き
た
わ
け

じ
ゃ
な
い
の
で
、
教
え
方
が
わ
か
ら

な
い
。
な
ら
や
っ
ぱ
り
、
基
本
の
、

良
質
な
も
の
を
背
中
で
見
せ
て
い
く

し
か
な
い
の
か
な
、
と
。

小
野
寺

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
に
は

地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な
情
報
が
期
待
さ

れ
る
け
ど
、
実
際
に
は
一
口
に
地
域

と
言
っ
て
も
幅
広
で
。
そ
の
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
や
、
対
象
と
す
る
年
代
の
絞

り
込
み
な
ど
は
、
大
変
だ
ろ
う
な
と

は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
た
め

に
も
10
年
か
け
て
基
本
を
作
っ
て
き

た
ん
で
す
ね
。

塩
竃

「
伝
え
る
」
っ
て
、
た
だ
字

面
を
追
え
ば
良
い
も
の
で
は
な
く
て
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
や
熱
の
入
れ
方
、
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
を
見
極
め
な
い
と
、
情

報
を
垂
れ
流
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
く

て
。
ロ
ー
カ
ル
な
情
報
で
あ
れ
ば
な

お
さ
ら
、
地
名
や
用
語
な
ど
た
ど
た

ど
し
く
読
ん
だ
瞬
間
に
「
あ
、
知
っ

て
て
読
ん
で
く
れ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い

の
ね
」
っ
て
、
今
ま
で
の
情
報
が
全

部
崩
れ
去
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か(

笑)

小
野
寺

ロ
ー
カ
ル
な
情
報
は
漢
字

や
言
葉
が
難
し
い
の
で
、
日
頃
か
ら

ど
れ
く
ら
い
地
域
を
見
て
い
る
か
が

わ
か
っ
て
し
ま
う(

笑)

。
喋
り
の
上

手
さ
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
良
さ
で
は

な
く
、
正
し
さ
、
分
か
り
や
す
さ
と

か
「
伝
え
る
努
力
」
は
必
要
で
す
ね
。

塩
竃

そ
う
い
う
点
で
も
、
よ
う
や

く
ス
タ
ッ
フ
に
も
い
ろ
ん
な
知
識
や

経
験
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
つ
い
て
き
た

の
で
、
い
よ
い
よ
ど
う
地
域
性
を
取

り
上
げ
て
、
Ｆ
Ｍ
あ
す
も
の
魅
力
と

し
て
重
ね
て
い
け
る
か
、
で
す
ね
。

小
野
寺

地
域
に
入
っ
て
も
、
あ
す

も
が
定
着
し
て
き
て
い
る
な
と
感
じ

る
会
話
を
聞
く
こ
と
が
け
っ
こ
う
あ

り
ま
す
。
実
際
、
ど
れ
く
ら
い
の
市

民
が
聴
い
て
い
る
も
の
で
し
ょ
う
？

塩
竃

指
標
の
一
つ
と
し
て
、
あ
す

も
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
で
い
く
と
、
約
８

万
１
千
件
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
う
ち
毎
日
１
回
以
上
ア
プ

リ
を
起
動
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー

ザ
ー
数
は
５
万
２
千
件
で
す
。

小
野
寺

そ
ん
な
に
い
る
ん
で
す

か
！
市
外
の
人
も
多
い
？

塩
竃

一
関
出
身
の
人
が
他
県
で
聞

い
て
い
た
り
、
親
戚
だ
っ
た
り
。
あ

と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
で
は
珍
し

く
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
関
係
で
聞
い

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。

小
野
寺

関
係
人
口
や
交
流
人
口
を

増
や
そ
う
な
ん
て
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
う
い
う
事
業
を
す

る
よ
り
、
あ
す
も
が
十
分
そ
の
機
能

を
果
た
し
て
ま
す
ね
。

塩
竃

こ
こ
ま
で
定
着
し
た
の
で
、

い
よ
い
よ
地
域
に
「
あ
す
も
を
使
っ

て
も
ら
う
」
と
い
う
段
階
で
す
。
使

わ
れ
な
い
と
意
味
が
な
い
の
で
。

小
野
寺

行
方
不
明
の
人
や
ペ
ッ
ト

の
捜
索
な
ど
も
流
れ
ま
す
よ
ね
。
関

連
し
て
、
防
災
マ
ス
ト
か
ら
流
れ
る

情
報
を
、
あ
す
も
で
も
流
せ
な
い
の

か
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
。

塩
竃

防
災
マ
ス
ト
か
ら
流
れ
る
情

報(

原
稿)

は
あ
す
も
に
も
来
て
い
て
、

熊
の
出
没
情
報
な
ど
、
実
は
ほ
と
ん

ど
読
ん
で
る
ん
で
す
。
た
だ
、
防
災

マ
ス
ト
と
違
い
、
自
動
的
に
流
れ
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ず
っ
と
聞
い

て
い
な
い
と
気
づ
か
な
い
。
ま
た
、

普
通
に
聞
い
て
い
る
中
で
耳
に
残
る

よ
う
な
形
で
伝
え
て
い
く
の
が
「
放

送
」
で
あ
り
、
防
災
無
線
な
ど
は

「
通
信
」
。
放
送
と
通
信
は
昔
は
国

の
部
署
も
異
な
っ
て
い
た
く
ら
い
、

似
て
い
る
よ
う
で
違
う
ん
で
す
。

小
野
寺

言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
で

す
ね
。
放
送
法
等
で
一
定
の
規
制
を

受
け
て
い
る
「
放
送
」
と
、
広
義
で

は
Ｘ(

旧
ツ
イ
ッ
タ
ー)

な
ど
も
含
む

「
通
信
」
は
意
味
合
い
が
違
う
。
情

報
を
整
理
し
て
、
偏
り
な
く
、
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
の
が
「
放
送
」
。

塩
竃

は
い
。
な
の
で
ラ
ジ
オ
の
中

で
は
「
放
送
」
と
し
て
伝
え
ま
す
が
、

Ｘ
な
ど
の
「
通
信
」
を
活
用
し
て
、

聞
き
逃
し
た
人
へ
の
カ
バ
ー
を
す
る
、

と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

【
後
編
へ
続
く
】

２

/ 107,564

二言
三言

「ラジオ」は市民の「広場」
～「本音」をつないで、支える【前編】～

一関コミュニティＦＭ株式会社 放送局長塩竃一常×いちのせき市民活動センター センター長小野寺浩樹

※１ リスナーから親しまれるFMを目指して愛称を公募。市内外の110人から延べ203点が寄せられた。
※２ 平成７年の阪神・淡路大震災直後は急激に事業者数が増加。令和５年12月現在、開局中の事業者数は300を超える。

※

１

※３ コミュニティFM向けのインターネット配信プラットフォーム「FM++(エフエムプラプラ)」を活用したもので、スマートフォンやパソコンで利用可能。
難聴エリア解消を目的とし、インターネットを介して音声や文字放送を受信することができる。

※４ NPO法人放送批評懇談会が日本の放送文化の質的な向上を願い、優秀番組・個人・団体を顕彰するために、1963年に創設。テレビ、ラジオ、CM、報
道活動の４部門制で、年間を通して日常的に番組／作品と向きあい、日々の放送の中から同会会員が優秀作品を見つけていくのが特徴。

※

２

平成24年４月に放送開始した「一関コミュニティ
ＦＭ」パーソナリティ。立ち上げから関わり、平成
28年より放送局長に。一関二高卒業後、専門学校で
放送を学ぶと、関西のコミュニティ放送パーソナリ
ティへ。複数の放送局で経験を積み、平成19年には
帰郷とともに奥州市の「奥州ＦＭ放送」の立ち上げ
にも尽力。昭和53年、一関市生まれ(在住)。

※

３

※

４



住所 一関市大手町２-16(一関文化センター内)

TEL 0191-32-4333

HP http://www.npo-ichi-bunka.com/

左の写真：理事会後の集合写真(令和５年12月)

月
公
布
の
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」
。

発
足
10
周
年
を
目
前
に
し
て
「
手
の
届
く
法

人
格
」
が
で
き
、
10
周
年
記
念
事
業
の
準
備

と
同
時
進
行
で
特
定
非
営
利
活
動
法
人(

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人)

の
認
証
を
得
る
べ
く
定
款
等
の
検
討

を
重
ね
ま
す
。
平
成
12
年
10
月
、
記
念
式
典

開
催
同
月
に
設
立
認
証
申
請
書
を
提
出
、
そ

し
て
平
成
13
年
２
月
、
晴
れ
て
念
願
の
法
人

化
を
果
た
し
ま
す
。

組
織
基
盤
が
固
ま
り
、
活
動
も
20
年
目
を

迎
え
る
と
い
う
頃
、
一
関
市
で
公
共
施
設
の

指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
始
め
、
同
会

に
も
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
が
打

診
さ
れ
ま
す
。
「
市
民
が
芸
術
・
文
化
に
親

し
む
施
設
」
で
あ
る
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
に

加
え
、
一
関
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
一
関
市

女
性
セ
ン
タ
ー
も
受
託
し
、
「
当
市
文
化
の

拠
点
施
設
」
と
し
て
最
大
限
に
機
能
す
る
よ

う
、
努
め
て
い
ま
す
。

発
足
当
初
か
ら
委
員
会
形
式
で
各
事
業
の

企
画
立
案
を
行
っ
て
き
た
同
会
で
す
が
、
時

代
や
実
情
に
合
わ
せ
、
委
員
会
の
形
態
や
事

業
内
容
な
ど
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
き

ま
し
た
。

現
在
は
、
理
事
を
中
心
に
、
事
業
委
員
会

(

「
一
関
ふ
る
さ
と
学
習
院
」
の
開
催
、
文
化

講
座
集
録
の
編
集
・
刊
行
等)

、
奨
励
委
員
会

(

顕
彰
事
業
「
一
関
文
化
賞
・
奨
励
賞
」
の
贈

呈)

、
子
ど
も
委
員
会(

「
一
関
ふ
る
さ
と
子

ど
も
探
検
隊
」
の
実
施
、
「
東
大
生
出
前
科

学
授
業
」
の
開
催
等)

、
総
務
委
員
会(

研

修
・
視
察
事
業
、
「
会
報
」
の
編
集
・
発
行

等)

と
い
う
構
成
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

文
化
・
芸
術
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
な
ど
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人

ま
た
は
団
体
へ
贈
ら
れ
る
「
一
関
文
化
賞
」

は
平
成
３
年
か
ら
続
く
事
業
で
す
。
理
事
長

の
内
田
正
好
さ
ん
は
、
「
各
分
野
で
地
道
に

活
動
し
て
い
る
個
人
や
団
体
に
敬
意
を
表
し

顕
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
が
活
動

で
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
創
設
時
の
初
心

を
忘
れ
ず
に
市
内
の
文
化
活
動
や
地
域
づ
く

り
な
ど
で
頑
張
る
人
た
ち
を
応
援
し
て
い
く

こ
と
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

同
会
理
事
で
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
館
長
の

佐
藤
武
生
さ
ん
は
、
「
発
足
当
初
は
助
成
事

業
に
力
を
入
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
今
は

顕
彰
事
業
に
加
え
、
ふ
る
さ
と
学
習
な
ど
の

自
主
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
関

の
文
化
活
動
を
ど
の
よ
う
な
形
で
支
援
し
た

ら
良
い
か
、
先
輩
方
は
本
当
に
手
探
り
だ
っ

た
と
思
う
」
と
、
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。

来
年
で
同
会
は
35
年
目
。
設
立
時
の
背
景

を
知
る
人
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
10
年

毎
に
記
念
誌
を
ま
と
め
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

今
日
ま
で
活
動
の
軌
跡
を
繋
い
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
設
立
時
に
掲
げ
た
「
『
ふ
る
さ

と
創
生
』
『
文
化
創
造
の
心
』
を
基
本
理
念

に
『
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
郷
土
創
り
と
文

化
的
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』
」
を
目
指

し
、
活
動
し
続
け
ま
す
。

佐藤 武生さん

「NPO法人一関のなかな

か遺産を考える会」の

理事長でもあり、地

元・達古袋(厳美)の歴

史を伝える活動にも力

を入れています。

内田 正好さん

平成26年から現職。市

内の文化や歴史等、紙

芝居を交えた講演が好

評でサロンや市民セン

ターなどからの講師依

頼が絶えません。

昭
和
63
年
、
「
ふ
る
さ
と
創
生
1
億

円
事
業(

通
称)

」
で
各
市
町
村
に
１
億

円
の
交
付
金
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。
一

関
市(

当
時)

に
お
い
て
も
そ
の
使
途
を

検
討
す
る
た
め
、
平
成
元
年
１
月
に
市

民
か
ら
の
意
見
や
提
言
を
募
集
。
１
８

８
件
も
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
意
見
等
を
基
に
使
途
の
検

討
を
行
う
た
め
、
平
成
元
年
４
月
、
市

内
の
文
化
・
教
育
・
福
祉
団
体
や
学
識

者
な
ど
で
構
成
す
る
「
一
関
ふ
る
さ
と

創
生
懇
談
会
」
を
設
置
。
そ
の
中
で
必

要
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
た
の
が
「
行

政
で
は
踏
み
込
め
な
い
分
野
で
の
市
民

が
取
り
組
む
文
化
活
動
の
推
進
」
で
し

た
。
文
化
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、

１
億
円
の
交
付
金
を
「
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
」
と
す
る
案
で
、
平
成
元
年
９
月
、

一
関
市
長(

当
時)

へ
答
申
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

同
交
付
金
が
基
金
化
さ
れ
る
と
、
平

成
２
年
10
月
、
基
金
の
「
果
実(

＝
利

息)

」
を
財
源
と
し
、
「
地
域
の
特
色
あ

る
文
化
を
育
み
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ

る
郷
土
を
創
る
た
め
、
一
関
市
民
が
行

う
文
化
活
動
の
推
進
及
び
支
援
に
関
す

る
事
業
を
行
い
、
以
て
市
民
の
生
活
文

化
の
向
上
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的

と
す
る
「
一
関
文
化
会
議
所
」
が
発
足
。

公
設
民
営
の
団
体
で
す
が
、
文
化
活
動

に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
む
取
り
組
み

と
し
て
、
多
く
の
期
待
を
背
負
っ
て
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
事
務
所
を

構
え
る
と
、
平
成
３
年
度
よ
り
助
成
事

業
を
開
始(

平
成
８
年
度
～
平
成
27
年

度
は
奨
励
事
業
と
し
て
展
開)

し
ま
す
。

歴
史
、
音
楽
、
郷
土
芸
能
、
美
術
等
、

市
内
で
文
化
活
動
に
取
り
組
む
様
々
な

団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

同
会
の
性
格
上
、
設
立
時
か
ら
法
人

化
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

適
当
な
法
人
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
が
、
平
成
10
年
３

３４

団体
紹介NPO法人一関文化会議所

平成２年10月発足、平成13年２月に法人

化。主に４つの委員会(事業委員会・奨励

委員会・子ども委員会・総務委員会)で独

自の文化事業等を企画。現在の会員は、正

会員が個人56名と４団体、賛助会員が個人

34名と１団体(令和５年４月時点)。

「
ふ
る
さ
と
創
生
」
「
文
化
創
造
の
心
」
を
掲
げ
て

国
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

公
設
民
営
で
ス
タ
ー
ト

- Photo gallery -gallery -

後
世
に
繋
ぐ
ツ
ー
ル

記
念
誌
は
じ
め
、
講
座
の
集

録
集
、
市
内
の
史
跡
や
文
化

財
を
ま
と
め
た
一
関
文
化

マ
ッ
プ
な
ど
、
10
冊
以
上
の

書
籍
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
文
化
活
動
を
顕
彰

令
和
５
年
度
「
一
関
文
化

賞
」
は
２
団
体
が
受
賞
。
受

賞
者
に
は
、
表
彰
状
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
金
一
封
を
授
与
し
、

功
績
を
称
え
ま
す
。

科
学
の
面
白
さ
を
体
験

東
京
大
学
の
学
生
が
講
師
を

務
め
る
「
出
前
科
学
授
業
」

は
、
現
役
東
大
生
と
触
れ
合

え
る
機
会
と
あ
っ
て
、
子
ど

も
に
人
気
の
事
業
で
す
。

延
べ
４
千
人
以
上
の
参
加

平
成
14
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
一
関
ふ
る
さ
と
学
習

院
」
は
、
市
内
だ
け
で
な
く

近
郊
地
域
の
歴
史
・
文
化
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ.活動で大切にしていることは？

理事長 一関文化センター館長

市
内
の
文
化
活
動
を
黒
衣
と
し

て
支
え
る
た
め
に

うちだ まさよし さとう たけお

Ａ.市民の文化活動の黒衣役Ａ.心を豊かにする文化・芸術

任
意
団
体
か
ら
法
人
化

指
定
管
理
者
と
し
て
も

NPO法人一関文化会議所

※

１

※

１

文
化
的
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提

言
、
文
化
及
び
教
育
に
お
け
る
表
彰
事
業
、
芸
術
文
化

の
推
進
、
生
活
文
化
の
向
上
に
関
す
る
事
業
、
文
化
活

動
に
対
す
る
奨
励
等



の
実
施
や
高
齢
者
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
将
来
的
に
は
矢
ノ
森
集
落
一
つ

で
は
な
く
、
も
っ
と
大
き
な
単
位
で
取
り
組

む
べ
き
も
の
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
「
そ

の
た
め
に
同
部
会
が
基
盤
づ
く
り
を
し
て
い

る
段
階
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。

副
会
長
の
佐
藤
己
義
さ
ん
は
、
高
齢
化
率

50
％
超(

令
和
５
年
３
月
末
現
在)

と
な
っ
た

同
集
落
の
一
番
の
課
題
を
「
少
子
高
齢
化
に

よ
る
高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

増
加
」
と
し
た
上
で
、
「
子
ど
も
も
子
育
て

世
代
も
少
な
く
は
な
っ
て
き
た
が
、
い
な
い

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
史
跡
の
保
存
と
同
様

に
集
落
全
体
で
仕
組
み
を
作
り
そ
の
流
れ
を

次
の
世
代
に
継
承
し
つ
つ
、
常
に
課
題
と
向

き
合
う
こ
と
も
大
切
」
と
語
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
合
計
８
回
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
ロ
ン
を
実
施
し
た
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
自
宅
周
辺
除
雪(

依
頼
者
５
人)

や
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動(

対
象
者
５
人)

を
行
い
ま
し
た
。
菅
原
さ
ん
は
、
「
時
代
背

景
に
合
わ
せ
、
組
織
の
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
地
域
住
民
相
互
の
親
睦
と
連
携
を
図
る
こ

と
が
今
後
増
々
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ

う
」
と
こ
の
先
を
見
据
え
ま
す
。

現
在
自
治
会
で
管
理
し
て
い
る
、
「
愛
花

夢
館(

ア
イ
カ
ム
カ
ン)

」
は
、
自
治
会
発
足

以
前
の
平
成
９
年
に
矢
ノ
森
集
落
公
民
館
と

し
て
落
成
し
、
集
落
民
か
ら
名
称
を
公
募
。

集
落
内
各
種
団
体
の
活
動
や
住
民
交
流
の
拠

点
と
し
て
使
用
し
て
き
ま
し
た
。

３
週
に
１
回
行
う
定
期
清
掃
は
、
４
世
帯

ご
と
に
班
を
作
り
輪
番
制
で
実
施
し
、
築
26

年
経
過
し
た
今
で
も
、
管
理
・
整
備
が
行
き

届
い
て
い
ま
す
。
「
こ
の
建
物
の
自
慢
は
、

天
皇
様(

集
落
に
あ
る
神
社
。
江
戸
期
の
創
建

で
京
都
八
坂
よ
り
勧
進
し
た
と
伝
わ
る)

の
参

道
に
自
生
し
て
い
た
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
を
和
室

の
床
柱
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
立
派
で

し
ょ
？
」
と
２
人
で
そ
の
柱
を
誇
ら
し
げ
に

眺
め
ま
す
。

奥
州
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
様
々
な

史
跡
が
あ
り
、
保
全
活
動
の
ほ
か
、
集
落
全

体
で
学
ぶ
機
会(

サ
ロ
ン
で
の
学
習
会
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど)

を
設
け
て
い
る
同
自

治
会
。
「
昨
年
は
、
山
形
県
鶴
岡
市
の
田
川

地
区
自
治
振
興
会
有
志(

ぶ
ら
田
川
隊)

が
田

河(

田
川)

太
郎
行
文
ゆ
か
り
の
史
跡
「
曽
我

寺
址
」
な
ど
史
跡
の
見
学
や
参
拝
に
訪
れ
、

情
報
交
換
等
々
の
交
流
会
を
行
っ
た
。
集
落

に
と
っ
て
も
地
域
の
歴
史
を
見
つ
め
直
す

き
っ
か
け
に
も
繋
が
っ
た
」
と
菅
原
さ
ん
は

語
り
、
「
集
落
の
交
流
拠
点
で
あ
る
愛
花
夢

館
で
地
域
を
超
え
た
交
流
が
で
き
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
佐
藤
さ
ん
も
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

新
年
会(

年
祝
い)

等
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

し
た
事
業
の
復
活
に
は
難
し
い
面
も
あ
る
そ

う
で
す
が
、
反
面
、
外
部
交
流
や
史
跡
の
学

習
・
保
存
活
動
、
支
え
合
い
の
活
動
強
化
な

ど
、
新
た
に
自
治
会
で
整
え
た
仕
組
み
も
。

少
子
高
齢
化
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
取
り
組
み

を
、
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
に
発
足
し
た
矢
の
森
自
治

会
。
各
種
団
体
の
連
絡
調
整
機
関
と
し

て
立
ち
上
げ
る
と
、
納
税
組
合
を
部
会

化
し
、
翌
年
に
「
総
務
部
」
「
消
防
防

災
部
」
「
生
活
環
境
部
」
の
３
部
会
を
、

そ
の
翌
年
に
は
「
体
育
部
」
を
設
け
、

住
民
の
文
化
・
教
養
・
健
康
を
高
め
る

事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
14
年
を
経
た
令
和
４
年
、
地
域
の
課

題
に
向
き
合
う
た
め
、
２
つ
の
部
会
を

新
設
し
た
の
で
す
。

束
稲
山
の
麓
に
位
置
す
る
矢
ノ
森
集

落
に
は
「
矢
ノ
森
八
景(
藤
壺
の
滝
、
曽

我
寺
址
、
八
枚
、
湯
場
、
九
郎
森
、
頼

朝
の
墓
、
天
皇
様
、
切
支
丹
処
刑
場)
」

と
称
す
歴
史
的
史
跡
が
あ
り
、
そ
の
維

持
管
理
を
す
る
た
め
、
「
矢
ノ
森
史
跡

保
存
会
」
が
平
成
16
年
か
ら
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
高
齢
化
で
保
存
会
の
機

能
が
徐
々
に
低
下
し
、
令
和
２
年
頃
か

ら
「
解
散
」
の
二
文
字
が…

…

。

そ
こ
で
、
自
治
会
と
し
て
そ
の
機
能

を
担
う
べ
く
、
自
治
会
組
織
に
矢
ノ
森

史
跡
保
存
会
を
組
み
入
れ
る
形
で
「
史

跡
保
存
部
」
を
新
設
。
東
山
町
観
光
協

会
と
協
力(

問
合
せ
対
応
等
は
観
光
協

会)

し
な
が
ら
史
跡
保
全
を
し
て
い
ま
す
。

藤
の
花
が
咲
く
頃
に
は
、
保
存
会
の

一
大
事
業
と
し
て
「
藤
ま
つ
り
」
を
開

催
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
保
全
活

動
の
み
に
縮
小
。
「
自
治
会
も
少
子
高

齢
化
で
人
口
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史

跡
の
維
持
管
理(

環
境
整
備
や
清
掃
等)

で
手
一
杯
で
あ
る
こ
と
は
事
実
。
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
難
し
い
が
、
維

持
管
理
を
通
し
て
集
落
の
歴
史
に
み
ん

な
で
関
わ
る
と
い
う
こ
と
は
後
世
に
繋

げ
る
継
承
の
一
つ
だ
と
感
じ
る
」
と
自

治
会
長
の
菅
原
理
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
新
設
さ
れ
た
も
う
１

つ
の
部
会
「
地
域
づ
く
り
部
」
は
、

「
中
山
間
集
落
機
能
強
化
加
算
事
業
」

を
実
施
す
る
た
め
に
設
け
た
部
会
。
同

集
落
の
「
集
落
協
定
推
進
本
部
」
か
ら

委
託
を
受
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長

菅原 理さん

６期11年目。国や市の

動きを見ながら上手に

その制度を自治会の機

能に組み入れ「誰もが

住みよい集落」になる

よう努めています。

佐藤 己義さん

６期11年目。自然豊か

で、歴史ロマンあふれ

る矢ノ森集落のために、

仕事と両立しながら長

きに渡り副会長として

会長を支えてきました。

矢の森自治会

５６

組
織
の
見
直
し
で
広
が
る
歴
史
継
承
と
支
え
合
い
の
和

集
落
の
課
題
か
ら
部
会
の
見

直
し
へ

- Photo gallery -gallery -

地
域
外
交
流
の
受
け
入
れ

矢
ノ
森
八
景
を
通
し
て
、
地

域
外
か
ら
の
交
流
人
口
が
増

え
る
こ
と
は
住
民
の
刺
激
に

も
繋
が
り
、
今
後
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
こ
と
の
一
つ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

今
年
度
は
計
８
回
開
催
。
郷

土
の
歴
史
を
学
ぶ
学
習
や
、

輪
投
げ
、
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
健
康
体
操
な
ど
各
回
充

実
し
た
内
容
を
企
画
！

藤
棚
の
整
備

藤
原
秀
衡
公
ゆ
か
り
の
金
山

址
で
あ
る
「
藤
壺
の
滝
」
も

同
自
治
会
が
管
理
。
藤
が
咲

き
ほ
こ
る
前
に
は
住
民
ら
で

藤
棚
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

恒
例
の
門
松
づ
く
り

毎
年
門
松
づ
く
り
教
室
を
開

催
し
、
２
年
に
１
回
は
昔
な

が
ら
の
鳥
居
門
松
を
継
承
し

て
い
ま
す
。
消
防
防
災
部
の

防
火
訓
練
も
同
時
開
催
。

地域
紹介

矢の森自治会(田河津)

行政区は田河津８区。42世帯121人(５班体

制)が暮らす。７部会(総務、消防防災、生活

環境、体育、史跡保存、地域づくり、納税貯

蓄)に対し、自治会運営委員会(＝役員)が各

担当者(お世話係)として任命され、事業計画

の立案、事業実施、各種団体との連絡調整を

行っている。

「
互
近
所
」
支
え
合
い
の
仕
組

み
づ
く
り

核
に
な
る
事
業
を
大
切
に
、
時

に
は
取
捨
選
択
を

すがわら おさむ さとう みよし

Ａ.努力は決して裏切らない Ａ.「自然の美」

左の写真：門松づくり後の集合写真(令和４年12月)

副会長

東山

※
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本
誌

平
成
26
年
11
月
号
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照
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大
東
町
摺
沢
の
「
四
つ
角
商
店
街
」
を

通
過
す
る
際
、
信
号
停
止
線
横
に
あ
る

「
手
書
き
の
看
板
」
に
見
入
っ
て
し
ま
っ

た
経
験
が
あ
る
人
は
少
な
く
な
い
は
ず
。

「
地
域
の
台
所
」
と
し
て
愛
さ
れ
る
「
パ

サ
ー
ジ
ュ
松
川
屋
」
３
代
目
店
主
の
鈴
木

公
夫
さ
ん
が
約
10
年
程
前
か
ら
手
書
き
し

て
い
る
も
の
で
す
。
店
内
で
は
、
酒
類
、

食
品
、
鮮
魚
、
精
肉
、
旬
野
菜
や
果
物
、

手
作
り
惣
菜
、
日
用
品
等
を
取
り
扱
っ
て

お
り
、
特
に
妻
・
紀
恵
子
さ
ん
が
作
る
出

来
立
て
の
惣
菜
が
人
気
な
の
だ
と
か
。

「
大
東
バ
イ
パ
ス
が
で
き
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
が
立
ち
並
ぶ
と
、
昔
か
ら
の
商
店
街

は
だ
い
ぶ
お
客
さ
ん
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
ね
。
う
ち
は
、
家
内
が
作
る
惣
菜
が
人

気
で
、
煮
物
も
す
ご
く
美
味
し
い
ん
で
す

よ
。
お
客
様
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た

惣
菜
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
語
る

鈴
木
さ
ん
。
同
店
の
強
み
は
「
新
鮮
な
も

の
を
新
鮮
な
う
ち
に
お
客
様
に
提
供
す
る

こ
と
」
だ
と
続
け
ま
す
。

お
得
意
さ
ま
の
好
き
な
食
材
を
把
握
し

て
お
り
、
「
『
活
き
が
良
い
○
○
が
入
っ

た
よ
』
と
入
荷
の
連
絡
を
す
る
と
、
待
っ

て
ま
し
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
晩
酌
の

『
あ
て
』
を
購
入
し
に
来
る
男
性
客
も
多

い
」
の
だ
と
か
。
イ
カ
を
仕
入
れ
る
と
店

内
で
塩
辛
に
し
て
販
売
す
る
こ
と
も
。

そ
ん
な
鮮
魚
や
惣
菜
等
の
目
玉
商
品
を

販
売
す
る
日
に
活
躍
す
る
の
が
、
入
り
口

の
立
て
看
板
。
「
地
域
の
小
さ
な
商
店
だ

か
ら
、
多
く
の
人
に
情
報
発
信
を
す
る
手

段
を
使
わ
な
く
て
も
、
伝
わ
る
人
に
伝
え

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
時
に
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
表
現
も
交
え
な
が
ら
、
ア
ナ
ロ
グ

な
「
お
知
ら
せ
」
を
続
け
て
い
ま
す
。

店
舗
経
営
に
お
い
て
鈴
木
さ
ん
が
何
よ

り
大
切
に
し
て
い
る
の
が
お
客
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
１
０
３
歳
に
な
る

お
ば
あ
さ
ん
や
、
押
し
車
を
押
し
な
が
ら

歩
い
て
く
る
90
代
後
半
の
お
ば
あ
さ
ん
な

ど
、
高
齢
の
常
連
客(

ご
近
所
さ
ん)

も
い

ま
す
。
店
内
の
一
角
に
は
休
憩
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
と
イ
ス
が
置
か

れ
、
冬
は
購
入
し
た
商
品(

お
酒
や
コ
ー

ヒ
ー
な
ど)

を
温
め
て
飲
む
こ
と
も
可
能
。

「
夏
は
、
こ
こ
で
ビ
ー
ル
も
飲
み
ま
す

よ
。
そ
れ
が
楽
し
み
で
来
店
す
る
お
じ
い

さ
ん
も
い
ま
す
。
私
も
人
と
話
す
こ
と
が

大
好
き
な
の
で
、
配
達
が
な
い
日
は
一
緒

に
飲
む
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
」
と
笑
う
鈴

木
さ
ん
。
「
夫
婦
二
人
で
の
経
営
で
す
か

ら
、
店
番
に
配
達
に
慌
た
だ
し
い
で
す
が
、

お
客
さ
ん
と
話
語
り
を
し
な
が
ら
、
『
こ

の
食
材
は
こ
う
し
て
食
べ
る
と
い
い
よ
』

『
今
必
要
な
も
の
は
な
い
？
』
な
ど
、
会

話
を
通
し
て
出
来
る
だ
け
寄
り
添
っ
た
対

応
を
し
た
い
」
と
続
け
ま
す
。

取
材
日
は
「
え
び
す
講
」
の
準
備
に
追

わ
れ
て
い
た
同
店
。
「
え
び
す
講
の
時
に

は
『
ど
ん
こ
』
を
仕
入
れ
、
み
そ
焼
き
に

し
て
販
売
し
て
い
る
。
今
年
も
す
で
に
20

匹
ほ
ど
予
約
注
文
が
来
て
い
る
」
と
、
立

て
看
板
も
「
ど
ん
こ
」
の
お
知
ら
せ
に
。

同
店
に
は
後
継
者
が
い
ま
せ
ん
が
、

「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
は
謳
っ
て

は
い
る
が
、
実
際
に
は
小
さ
な
商
店
で
あ

り
、
お
客
様
が
喜
ぶ
商
品
を
通
し
て
、
地

域
の
方
々
と
会
話
し
な
が
ら
夫
婦
二
人
三

脚
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
鈴
木

さ
ん
。
今
日
の
目
玉
商
品
は
何
な
の
か
、

信
号
待
ち
が
楽
し
み
で
す
。

大東

７

企業
紹介東山町松川出身の初代(現店主の祖父)が、大正時代に地元松川村(当時)産の

里芋を摺沢村内(当時)で販売し始めたことをきっかけに、戦前から酒類の販売

許可も取得し、個人商店として展開。昭和50年頃に、２代目(現店主の父)が取

扱商品を充実させ、コンビニエンスストア(小規模の小売店)化。昭和59年に２

代目の急逝により現店主(３代目)が店舗経営を引継ぐと、手作り惣菜を充実さ

せ、店舗運営のほか、町内の施設等や一般宅に食材の配達も行う。

店名の「パサージュ」はフランス語で道と道を結ぶ「通り抜け」を意味して

おり、３代目が命名。

「町の商店」だからこそ、新鮮なものを新鮮なうちに

手
製
の
看
板
で
伝
わ
る
入
荷
情
報

１

当初は店主の一言日記だった
看板。大相撲が始まると錦木
の情報を掲示することも！

DATA

〒029-0523
一関市大東町摺沢字但馬崎15−１
TEL 0191-75-2437

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士
第59話

今月のテーマ

大人気の手作り惣菜。

大の相撲好きで錦木のファン
である店主の鈴木公夫さん。

「自己実現」の手段であり、ポジティブなもの

地域企業の理念にせまります。

８

個
人
商
店
な
ら
で
は
の
配
慮
で

歩
い
て
行
け
る
馴
染
み
の
店

地域運営の落とし穴

ボランティアは
「小間使い」ではない

２

３

43

パサージュ 松川屋

夏から秋にかけての行事期間が少し落ち着きを見せ始め、勢いで頑張ってきたところからの解放感(疲労感)が

ある人も少なくないでしょう。とは言え、次年度の事業計画を検討する時期になっており、「コロナ禍前って、

こんなんだったかな？」という不思議な感覚も……。11月後半から、次年度事業のための‘振り返り’や‘計画

の見直し’などの会議が多くなり、様々な立場で出席しているのですが、気になるのが「ボランティア」に関す

る話題。何が気になるかというと、「運営スタッフが不足しているから、ボランティアでカバーしよう」という

意味合いのもの。違和感でしかありません。

そもそも「ボランティア」とは、「個人」の行動であり、個人の興味関心のあることに、自分の都合の良い時

間を使って関わることです。だから‘無償’であり、‘善意の行動’になるのです。しかし、ここ最近のボラン

ティアの考え方は、そうではありません。事業をする際の‘人員不足’を補うために関わってもらうという‘穴

埋め要員’としてのボランティアになっています。「無償では申し訳ないから、弁当と交通費程度を用意して

……」なんて、都合の良い条件をつけて‘有償ボランティア’などと謳ってみる。いやいや、すべてにおいて間

違ってますから！

市内のある高校は、「ボランティアとして生徒を派遣してくれる」というイメージが定着し、イベントの主催

者等からものすごく重宝されていますが、実は悩みを抱えています。当初は「声をかけてもらうのはありがた

い」と、要請に応えていたものの、次第に‘本来の目的’と違う方向性になってきたためです。学校側が生徒た

ちのボランティア活動をサポートしていた本来の目的は、生徒たちが社会経験を積み、その中で将来の自分につ

いて考えたり、目標を見つけるためでした。ところが、依頼ばかりが増えてしまい、「何人の生徒を派遣する

か？(派遣できるか)」と、先生方が半ば強引に生徒たちを誘うという状況に。‘オーダーに対して応える’こと

が目的になってしまっては本末転倒です。

主催者側も、ボランティアが必要なら「どの業務に何人必要なのか」を明確にする必要があり、「何人出して

くれますか？」は、失礼な問い合わせです。事業を主催する者の責任が問われます。むしろボランティアで補わ

なければならないくらいの状況であれば、その企画自体、見直しか中止の決断が求められるのではないでしょう

か。予算面を調整し、有償ボランティアなど姑息な手段を使わず、しっかりアルバイト雇用をした方がしっくり

くることもあるでしょう。

当センターでは、市民活動のスタッフバンク「イマカラ」を運用しています。コロナ禍でしばらく運用を止め

ていましたが、令和６年度に再始動予定です。「イマカラ」を始めた背景には、「ボランティアを小間使いにし

ない」というメッセージがあるのです。前述したように、「人が足りなければボランティアで」という構図を課

題として捉え、ボランティア募集をする市民活動団体には、募集する業務内容を明確にしてもらい、ボランティ

アをしたい人には、「自分の興味関心のあることや考え、特技を活かせる参加の機会」を提供し、双方にとって

最良のマッチングになるような仕組みです。もちろん「自分探しのために何でも良い」というケースもあります

が、なるべく小間使いにしないように意識しています。

当センターでも各種事業に高校生スタッフ
を起用していますが、募集する役割を明示
し、応募制にしています。自分の興味のあ
る仕事に対し、事前打ち合わせ等を経て従
事してもらいます(写真は令和５年開催の
「イチコレ」での高校生スタッフの様子)。

‘イベント事業’は賑やかさを構成する大事な要素ではありますが、人

員不足、物価高騰などの社会情勢から、運営が困難になってきていること

も事実です。これまで同様のやり方でいつまでできるのか、「賑わいのあ

り方(つくり方)」も再検討していかないと、いずれ運営困難に陥る可能性

があるのではないでしょうか。

※この原稿を書いたのは令和５年12月。令和６年の元旦に能登半島地震が

発生し、「災害ボランティア」を検討している方もいるでしょう。「災害

ボランティア」は、「被災地のニーズ」に対して参加するものであり、阪

神・淡路大震災の起きた平成７年は「ボランティア元年」とも呼ばれるほ

ど、市民が自発的に、自らの時間を割いて支援活動を行いました。



当
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
30
～
40
代

の
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で
、
年
代
が
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
認
知
度
が
大
き
く
分
か

れ
た
の
が
、
「
傷
に
ユ
キ
ノ
シ
タ
の
葉
を

貼
る
」
「
た
ん
こ
ぶ
に
砂
糖
を
塗
る
」
な

ど
、
各
家
庭
で
実
践
さ
れ
て
き
た
、
ケ
ガ

や
体
調
不
良
時
の
対
処
法
で
し
た
。

こ
の
違
い
に
興
味
を
持
っ
た
我
々
は
、

ま
ず
は
家
族
を
中
心
に
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
知
恵
袋
」
レ
ベ
ル
の
対
処
法
を
収
集
。

そ
れ
を
整
理
し
、
地
域
や
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
や
年
代
を
問
わ
ず
、
経
験
者
が
多

い
方
法
も
あ
れ
ば
、
そ
の
逆
も
あ
り
、
次

第
に
湧
い
て
き
た
疑
問
が
「
こ
れ
ら
の
対

処
法
は
誰
が
い
つ
頃
に
考
案
し
、
広
ま
っ

た
も
の
な
の
か
」
。
特
に
興
味
深
い
の

が
、
「
目
に
も
の
も
ら
い
が
で
き
た
ら
〇

〇
を
す
る
」
等
の
、
俗
信
的
な
も
の
。
何

の
根
拠
も
な
さ
そ
う
な
行
為
が
伝
承
さ
れ

続
け
て
い
る
こ
と
が
不
思
議
で
し
た
。

し
か
し
、
文
献
調
査
を
し
て
い
く
と
、

日
本
に
お
け
る
病
気
へ
の
対
処
法
と
い
え

ば
む
し
ろ
、
神
仏
・
神
霊
の
力
に
頼
る

「
願
掛
け
」
「
祈
願
」
が
庶
民
の
主
流
で

あ
り
、
時
に
は
オ
カ
ミ
サ
マ
の
よ
う
な
存

在
に
頼
っ
た
り
、
「
お
百
度
参
り
」
の
よ

う
な
行
い
を
し
た
り…

…

。
今
の
よ
う
に

医
療
機
関
が
身
近
で
は
な
い
時
代(

昭
和

に
入
っ
て
も)

は
、
そ
う
し
た
祈
願
に
加

え
、
も
の
も
ら
い
の
よ
う
な
軽
微
な
も
の

は
、
「
井
戸
に
小
豆
を
落
と
す
」
等
の
俗

信
を
願
掛
け
的
に
行
っ
て
い
た
よ
う
な
の

で
す(

お
そ
ら
く
全
国
の
農
村
に
共
通)

。

医
療
機
関
が
身
近
で
な
か
っ
た
こ
と
に

加
え
、
飛
鳥
時
代
以
降
、
仏
教
の
伝
来
や

遣
隋
使
・
遣
唐
使
な
ど
に
よ
り
「
中
国
伝

統
医
学
」
が
伝
来
す
る
と
、
天
然
に
存
在

す
る
薬
効
を
持
つ
動
植
物
を
用
い
た
治
療

法
が
日
本
で
も
模
倣
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ら
は
自
然
界
に
存
在
す
る
動
植

物
、
自
然
環
境
を
活
用
し
て
、
生
命
力
＝

自
然
治
癒
力
を
高
め
る
と
い
う
考
え
方
で

あ
り
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
禅
宗
の
僧
侶
な

ど
が
僧
医
と
し
て
一
般
民
衆
に
教
え
て
い

た(

施
し
て
い
た)

と
も
さ
れ
、
薬
効
を
持

つ
動
植
物
を
用
い
た
対
処(

治
療)

法
は

徐
々
に
庶
民
に
も
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

当
初
は
中
国
伝
統
医
学
を
忠
実
に
模
倣

し
て
い
た
日
本
で
す
が
、
伝
来
か
ら
１
４

０
０
年
以
上
の
長
い
年
月
を
経
て
、
日
本

人
の
体
質
や
生
活
に
合
わ
せ
て
独
自
に
発

展
し
て
い
き
、
江
戸
時
代
に
日
本
独
自
の

医
学
と
し
て
「
漢
方
」
が
確
立
し
ま
す
。

同
時
期
に
本
草
学
者
の
貝
原
益
軒
が

『
養
生
訓
』
で
予
防
医
学
に
通
じ
る
考
え

(

「
腹
八
分
目
」
な
ど
、
健
康
な
時
か
ら

気
を
付
け
、
欲
に
身
を
任
せ
な
い
等)

を

庶
民
に
も
普
及
。
「
養
生
」
と
い
う
考
え

方
と
、
漢
方
の
「
未
病
」
の
考
え
方
は

「
病
気
に
な
ら
な
い
生
活
を
送
る
」
「
体

が
出
す
何
ら
か
の
初
期
サ
イ
ン
に
気
づ

き
、
自
身
で
心
と
体
を
管
理
す
る
」
と
い

う
も
の
。
発
病
に
至
る
前
に
、
各
家
庭
で

天
然
の
動
植
物
の
薬
効
を
利
用
し
て
対
処

す
る
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
」
の

ル
ー
ツ
は
、
江
戸
時
代
に
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

センターの
自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッション
83

「風邪を引いたら首にネギを巻く」など、体調がすぐれない時などに、家庭内で行
われてきた「民間療法」。経験や伝承に基づき、広く民間で伝承されてきた治療方法
を指しますが、その中でも「おばあちゃんの知恵袋」とも呼ぶべきレベルの「暮らし
の知恵」にスポットを充てることで、当時の暮らしに思いを馳せてみます。そこから
見えてきたのは、現代人の暮らしにも取り入れるべき考え方でした……！

※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

■
神
仏
・
神
霊
頼
み
が
近
代
ま
で

10 ９

「民間療法」と言っても、その定義は曖昧です。ここでは「家庭レベル
で行われていた(いる)、薬効のある動植物を用いた対処法(未病的なもの)」
に絞り、ヒアリング等を通して収集した「実際に当地域在住者が経験した
もの(家族の経験含め)」をご紹介します。なお、「いちのせき市民フェスタ
23」の中で行った「公開アンケート」の結果(10代～80代の22人)も反映して
います。※身内も含め、総勢50人以上にヒアリングさせていただきました。

■
「
養
生
」
と
「
未
病
」

薬屋と『赤本』、配置薬は「とうじんさん」

江戸時代には開業医や薬屋のほか、薬の行商(配置薬のルーツ)など、庶民に
も医療が少し近づきました。当地域においても「とうじんさん」と呼ばれる薬
の行商が富山県などから来ており、「配置薬」は現在もなお我々の暮らしを支
えています。
また、当時の薬屋は「百味箪笥」などと呼ばれる複数種類の生薬を保管する

箪笥があり、「乳鉢」や「薬研」「押切」等を使用して、それぞれの症状にあ
わせて調合していたのだとか。
大正14年に発刊された「赤本」こと『家庭における実際的看護の秘訣(築田多

吉著)』は、海軍の看護特務大尉だった著者が、地方で通用している民間療法を
収集し、自身が試した後、効果があったものを紹介した本で、何度も重版さ
れ、民間療法のバイブル的存在だったようです。

このほか、自然療法や漢方、民間療法に関する本は多数出版され、生活に取り入れられていき、「おばあちゃん
の知恵袋」として、家庭内で実践されてきたのだと考えられます。

大正時代の「自然薬佐久(一関市大
町)」店内を描いたイラスト。昭和
54年に先々代が当時を思い出して
描いたもので、百味箪笥なども描
かれている。同店では現在も生薬
由来の商品を取り扱っている。

風邪
発熱
喉
咳

ネギ湯(≒刻んだネギを大量に入れた味噌汁)を飲む。
葛湯(or葛粉を練ったもの)を飲む(食べる)。

焼いたネギを首に巻く。
オトギリソウを焼酎漬けした汁(原液)でうがい。

頭痛 梅干しやスライスしたにんにくをこめかみに貼る。

腹痛
梅干しを漬けた汁を煮詰めて飲む(≒梅肉エキス)。

センブリ茶やドクダミ茶を飲む。
蓄膿症 切って揉んだドクダミを鼻の中に入れる。

創傷

出血にはチドメグサを貼る。
熊の油とムカデを混ぜて患部に塗る。

ヘビ焼酎やオトギリソウを焼酎漬けした汁を傷口に塗布。

揉んだユキノシタやスライスした朝鮮人参を患部に貼る。
内出血 「あおたん」や「たんこぶ」に砂糖を塗る。
火傷 山芋、アロエ、馬油等を塗る。
毒虫 蜂に刺されたら尿をかける。

「僧侶」や「薬屋」が普及する知識

「自然薬佐久」は明治６年、千厩町本町の「白石薬店」は「白石里仁堂」として明治37年に創業しており、当地
域でも明治期には薬屋が複数存在していました。薬屋は、身近な動植物等を使用した対処法などをアドバイスする
こともあったようです。また、そうした薬効のある植物の販売もしており、自然薬佐久では最近まで、ハトムギ、
お灸用のヨモギ、ドクダミ、クチナシ、センナなどを取り扱っていたそうです。当時は原材料で販売されていたも
のも、次第に「健康食品」として製品化されていき、サプリメントや健康茶として、気軽に取り入れられるように
変わっていきました。
「僧侶」も庶民に知識を普及した存在です。藤源寺の佐藤住職によると、薬草等を用いて社会救済事業を行って

いた「施薬院」に代表されるように、僧侶は修行や社会貢献の一環で、医療や困窮者の救済を行っていました。識
字率の低い山村においては、字の読める僧侶は学識者であり、僧侶間のネットワークで知識も豊富。京都や海外に
も通じるネットワークがあり、平泉に近い当地域では、僧侶によって学問や知識が運ばれてきた可能性も高いと言
います。
当地域にも各所に「薬師如来(お薬師さま)」がありますが、病気治癒の願掛けに行った折に、僧侶から身近な対

処法を教わることがあったかもしれません(勝手な推測です)。

▼収集した情報のうち、複数人から経験談を聞くことができたものを抜粋▼

当地域における
メジャーな民間療法を
聞いてみた

地域性や年代による差は薄い？
昭和10年以前生まれの人からの伝承が多い。

「ネギ湯」「首にネギを巻く」という風邪の対処法は、幅
広い年代で認知され、平成以降生まれでも経験者が！「首に
ネギを巻く」という方法は、ネギに含まれるアリシンという
成分により「あながち迷信ではない」とも言われています。
同様に「内出血(たんこぶ等)に砂糖を塗る」という方法も

平成以降生まれの経験者がいました。現在でも行っていると
いう回答者も数名いて驚きましたが、調べてみると、全国各
地で行われていた民間療法のようです(科学的根拠は賛否両
論)。砂糖水にしたり、ツバでつけるパターンも。
「アロエ」は火傷の対処法として上がっていますが、内服

による効果もあります。植物としてのアロエは、室町時代に
ポルトガルの宣教師が、日本に持ち込んだという説もあり、
九州などで帰化しています。薬用としては、鎌倉時代に医学
書に登場し、江戸時代に広まったようです。昭和初頭にブー
ムとなり(胃や便秘への効果)、多くの家庭で鉢植えのアロエ
を常備していましたが、屋外では冬越しできないため、次第
に各家庭から姿を消して行ったようです(屋内にしまい忘れ、
いつの間にか枯らしてしまったという経験談多数)。

ユキノシタ センブリ

クズ(葛) チドメグサ

井戸の周りや石垣の下など、日陰の湿
地を好み、薬用・食用として植えてお
いた家が少なくなかった。「葉を揉ん
で患部に貼る」「葉を炙ると薄皮が剥
けるので、それを患部に貼る」など、
使い方は様々で、痒みや皮膚湿疹のほ

か、中耳炎(別名ミミダレグ
サと呼ばれるほど、耳の薬と
しても有名)や小児の引きつ
けなどにも使用したとか。
井戸の撤去とともに、家庭か
ら姿を消していった？

日当たりの良い山野や日の差し込む松
林に自生。「何回(千回)振り出しても
苦い」という強い苦みから名づけられ
た。薬用には、開花期に根ごと採集し
て土を払い、束ねて吊り下げ、乾燥さ
せたものを使用(煎じる、熱湯に入れ

る、粉末化する等)。胃腸の
不調時や二日酔いなどに
効き「祖父が毎朝飲んで
いた」という声も多く、
「未病」的に飲み続け

るのが習慣化していた？

「葛粉をお湯でといて、風邪の引
き始めや食欲不振時などに食べ
た」という声が多くありましたが、
「葛粉を作った」という経験者は
見つからず。幼い子どもの体調不
良時にも安心して使用できたのが
魅力だったようです。

実際に採集して
飲んでみました→

和名は「血止草」で、その名の通
り、葉を揉んで、そこから出た汁
を傷口に塗れば出血が止まるとか
(ヒアリングでは「葉を傷口に貼っ
た」という声が多かった)。繁殖力
旺盛で、外来種のブラジルチドメ
グサは特定外来生物なので注意。

薬効のある身近な植物

ヒアリングではあまり聞かれな
かったものの、文献上では当地
域でも使用されていたと思われ
るのが「ドクダミ(十薬と呼ば
れ、様々な薬効あり)」「ヨモ
ギ(お茶や薬湯に。血行促進作
用あり)」。また、梅や柿にも
薬効があり、梅干しや干し柿は
もちろん、梅肉エキスや柿の葉
茶など、使い方で薬効が変わっ
てきます。

※参考文献等は当センターＨＰにてご紹介します。



地域の「気になる人」を対談でご紹介

第１１５回

「
Ｆ
Ｍ
あ
す
も
」
こ
と
「
一
関
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
」
は
、
公
設
民
営
の
放
送
局
で
あ
り
な
が

ら
、
現
在
は
８
割
を
民
間
ス
ポ
ン
サ
ー
収
益
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
資
金
面
等
で
閉
局
に
陥
る
放
送

局
も
あ
る
中
、
間
も
な
く
12
年
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
「
地
域
性
」
を
乗
せ
て
い
こ
う
と
い
う
今
、

「
市
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
が
あ
る
」
意
義
を
考
え
て
い
く
と
、
我
々
市
民
が
担
う
べ
き
「
役

割
」
も
見
え
て
き
ま
し
た
。(

２
回
シ
リ
ー
ズ
の
後
編)

。

1

小
野
寺

「
こ
こ
ま
で
」
の
10
年
間

は
「
ラ
ジ
オ
が
あ
る
生
活
」
を
定
着

さ
せ
る
た
め
に
、
あ
え
て
地
域
色
は

濃
く
せ
ず
、
基
本
的
か
つ
良
質
な

「
放
送
」
を
心
が
け
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
で
は
、
次
の
10
年

間
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

塩
竈

震
災
後
、
寂
し
い
思
い
を
抱

え
て
い
る
人
な
ど
に
、
寄
り
添
う
と

言
う
か
、
隣
に
い
る
、
そ
れ
も
ピ

タ
ッ
と
隣
に
座
っ
て
い
て
、
肌
の
温

も
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
ラ
ジ
オ
に
し
た
い
と
思
っ
て
き

て
。
そ
う
い
う
人
の
孤
独
が
分
か
っ

た
ら
、
そ
こ
に
対
し
て
解
決
策
と
い

う
か
、
「
こ
ん
な
制
度
が
あ
り
ま
す

よ
」
っ
て
つ
な
い
で
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
な
ラ
ジ
オ
局
が
理
想
な
ん
で
す
。

な
の
で
、
リ
ス
ナ
ー
さ
ん
と
よ
り
つ

な
が
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

小
野
寺

以
前
に
は
市
民
が
ス
タ
ジ

オ
ゲ
ス
ト
で
参
加
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
し
た
よ
ね
？

塩
竃

一
番
の
理
想
は
そ
う
な
ん
で

す
。
市
民
が
自
分
で
話
を
し
、
そ
れ

を
ま
た
別
の
市
民
が
聞
い
て
、
「
良

い
話
し
て
る
な
」
っ
て
思
う
連
鎖
。

そ
れ
を
引
き
出
せ
る
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
が
不
在
に
な
っ
た
時
期
が
あ
っ

て
、
途
切
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
ま

た
育
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
本
格
的

に
や
っ
て
い
き
た
い
な
、
と
。
単
な

る
取
り
組
み
内
容
だ
け
で
な
く
、
想

い
や
き
っ
か
け
、
家
族
や
関
わ
る
人

の
支
え
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
引
き
出
せ
る
よ
う
な
。
リ

ス
ナ
ー
さ
ん
も
そ
う
い
う
部
分
が
聞

き
た
い
と
い
う
風
に
育
っ
て
き
て
く

れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

小
野
寺

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
表
立
っ

て
何
か
に
取
り
組
む
人
の
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
例
え

ば
地
道
に
地
域
の
役
職
で
支
え
て
い

る
人
と
か
、
そ
う
い
う
人
の
頑
張
り

や
本
音
も
引
き
出
し
て
、
つ
な
い
で

欲
し
い
で
す
ね
。

塩
竃

光
が
当
た
り
が
ち
な
人
の
周

り
に
も
人
が
い
る
の
で
、
そ
れ
を
伝

え
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

実
は
震
災
後
、
放
送
か
ら
離
れ
よ
う

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
。
そ
れ
ま

で
ず
っ
と
「
防
災
が
大
事
」
と
伝
え

て
き
ま
し
た
が
、
「
防
災
の
先
」
を

考
え
て
い
な
か
っ
た
と
気
づ
い
て
。

あ
れ
だ
け
の
震
災
が
あ
っ
た
時
に
、

そ
の
先
の
「
何
か
」
を
準
備
し
て
い

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
格
を
取
ろ
う

と
思
っ
て
講
座
を
受
け
た
ら
、
当
事

者
に
対
し
て
は
、
そ
の
人
が
何
を

思
っ
て
い
る
の
か
を
ま
ず
は
引
き
出

し
て
、
そ
こ
に
的
確
な
情
報
を
伝
え

る
の
が
大
事
だ
と
言
わ
れ
、
「
今
ま

で
も
ラ
ジ
オ
で
や
っ
て
た
な
」
と
。

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
、
も
う
少
し
親

切
に
、
「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
」
っ
て
情
報
を
出
し
て
い
け
れ
ば
、

ラ
ジ
オ
は
も
っ
と
頼
り
に
さ
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。

小
野
寺

い
ざ
と
い
う
時
っ
て
、

「
災
害
」
だ
け
で
な
く
、
「
日
常
」

だ
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
ね
。
病
気
と

か
、
介
護
と
か
、
困
窮
と
か…

…

。

塩
竃

そ
う
、
「
こ
う
い
う
仕
組
み

が
あ
る
」
と
い
う
の
を
知
っ
て
お
く

だ
け
で
、
命
や
心
が
救
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

小
野
寺

今
は
「
本
人
支
援
」
が
中

心
の
社
会
な
の
で
、
認
知
症
や
障
が

い
な
ど
、
本
人
に
対
し
て
の
支
援
は

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
支
え
る
家
族
な

ど
へ
の
支
援
は
な
く
て
。
支
え
て
い

る
人
へ
の
支
援
が
な
い
の
は
課
題
だ

な
と
思
っ
て
い
て…

…

。

塩
竃

そ
う
い
う
声
っ
て
、
自
分
た

ち
で
は
注
目
す
る
の
が
難
し
い
部
分

も
あ
る
の
で
、
聞
い
て
い
る
人
が

「
こ
う
い
う
声
も
取
り
上
げ
て
欲
し

い
」
っ
て
出
し
て
も
ら
え
る
の
も
ラ

ジ
オ
の
良
さ
か
な
と
。
自
分
も
高
校

生
の
時
に
、
け
っ
こ
う
重
い
悩
み
を

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
に
出
し
た

こ
と
が
あ
っ
て
。
そ
れ
が
読
ま
れ
た

ん
で
す
け
ど
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が

「
リ
ス
ナ
ー
は
ど
う
思
う
？
翌
週
ま

で
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
呼
び

か
け
て
く
れ
た
ん
で
す
。
翌
週
、
本

当
に
ま
た
取
り
上
げ
て
く
れ
て
「
い

ろ
ん
な
意
見
が
あ
っ
て
、
答
え
は
な

い
け
ど
、
こ
れ
だ
け
の
考
え
方
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
か
ら
、
こ

れ
を
全
部
送
り
ま
し
ょ
う
」
っ
て
、

僕
に
送
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ

が
「
ラ
ジ
オ
っ
て
す
ご
い
」
と
思
っ

た
原
点
だ
し
、
こ
の
経
験
か
ら
「
自

分
が
答
え
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
く

て
も
良
い
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ね
。

小
野
寺

す
ご
い
経
験
で
す
ね
。
で

も
同
じ
よ
う
に
「
み
ん
な
が
思
っ
て

る
け
ど
口
に
出
せ
な
い
こ
と
」
っ
て

絶
対
あ
っ
て
、
例
え
ば
「
家
族
支
援

が
必
要
だ
！
」
っ
て
、
誰
か
が
言
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
に
な
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
と

思
う
。
ラ
ジ
オ
に
は
そ
う
い
う
力
が

あ
る
気
が
し
ま
す
ね
。

塩
竃

「
今
〇
〇
で
困
っ
て
ま
す
。

困
っ
て
る
け
ど
言
う
場
所
が
な
い
か

ら
ラ
ジ
オ
に
送
り
ま
し
た
」
み
た
い

な
、
本
音
を
言
え
る
場
所
が
一
関
に

お
い
て
は
ラ
ジ
オ
に
な
る
っ
て
い
う

か
。
そ
れ
を
一
つ
の
「
情
報
」
と
し

て
僕
ら
が
伝
え
、
そ
れ
を
聞
い
た
誰

か
が
一
緒
に
考
え
て
く
れ
た
り
「
あ
、

自
分
が
助
け
て
も
良
い
の
か
」
っ
て
。

そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
根
幹

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
野
寺

今
、
地
域
で
は
歴
史
あ
る

お
店
の
閉
店
が
続
い
て
い
て
、
こ
の

先
も
残
念
な
が
ら
続
き
そ
う
で
す
。

地
域
性
や
地
域
文
化
と
も
言
え
る
も

の
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
を
た
だ
見

て
い
る
だ
け
と
い
う
の
は
、
本
当
に

危
機
感
で
し
か
な
く
て
。

塩
竃

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
が
あ

る
町
で
、
情
報
不
足
で
人
が
亡
く
な

る
の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
か
ら

ね
」
っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
。

閉
店
の
話
も
、
失
く
し
て
し
ま
っ
て

か
ら
伝
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
前

に
伝
え
て
、
何
と
か
で
き
な
い
か
と

伝
え
た
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
た
め
に

は
、
市
民
全
員
が
取
材
班
の
よ
う
な

気
持
ち
で
、
か
な
り
早
い
段
階
で
情

報
を
も
ら
え
る
よ
う
な
関
係
性
が
必

要
で
す
よ
ね
。

小
野
寺

失
っ
て
は
い
け
な
い
も
の

が
失
わ
れ
て
い
く
今
、
市
民
力
で
カ

バ
ー
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

塩
竃

そ
う
や
っ
て
「
失
っ
ち
ゃ
い

け
な
い
」
っ
て
口
に
出
す
人
の
存
在

も
大
事
で
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
は
立

場
上
、
言
い
に
く
い
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
。
な
の
で
「
リ
ス
ナ
ー
育
て
」

も
重
要
な
ん
で
す
。

小
野
寺

ラ
ジ
オ
局
と
い
う
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
職
業
が
で
き
て
、
メ

デ
ィ
ア
の
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
子

の
選
択
肢
が
地
元
に
あ
る
こ
と
は
大

き
な
存
在
だ
と
思
う
し
、
あ
と
は
キ

ラ
キ
ラ
し
た
部
分
だ
け
で
な
く
、
塩

竃
さ
ん
の
そ
う
し
た
マ
イ
ン
ド
も
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

塩
竃

誰
か
を
ス
タ
ー
に
し
た
い
の

で
は
な
く
、
地
域
に
活
用
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
を
模
索
し
て
い
て
、

そ
れ
が
あ
す
も
を
末
永
く
残
し
て
い

く
た
め
の
道
だ
と
も
思
う
の
で
、
民

間
主
体
の
、
健
康
的
な
放
送
が
で
き

る
局
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

２

/ 107,***

二言
三言

「ラジオ」は市民の「広場」
～「本音」をつないで、支える【後編】～

一関コミュニティＦＭ株式会社 放送局長塩竃一常×いちのせき市民活動センター センター長小野寺浩樹

※１ 様々な生活上の困難に直面し本人の力だけでは個々の支援を的確に活用して自立することが難しい人に対し、個別的かつ継続的に相談・
カウンセ リングを行い、問題を把握し、必要な公的サービスのコーディネートなど、自立に向けた個別支援を行う専門員

※２ 編集中

※３ 編集中
※４ 編集中

平成24年４月に放送開始した「一関コミュニティ
ＦＭ」パーソナリティ。立ち上げから関わり、令和
〇年より放送局長に。一関二高卒業後、専門学校で
放送を学ぶと、関西のコミュニティ放送パーソナリ
ティへ。複数放送局で経験を積み、平成19年には帰
郷とともに奥州市の「奥州ＦＭ放送」の立ち上げに
も尽力。昭和53年、一関市生まれ(在住)。

※

１

※

誌
面
未
掲
載
の
「
こ
ぼ
れ
話
」
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す


